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８月７日、新潟市体育館において、第 29回全国産業教育フェア新潟大会「プレ大会」が開催されました。研究発

表の機会をいただき、新潟工業高等学校における SPH の取組みについて２年生の代表生徒が発表しました。来年の

文部科学省 SPH 事業発表会に向けて経験を積むことができました。 

                  
    

                        

 
【スキルアップシートより】 
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） スキルアップシートより

開会式で閉会宣言をする本校生徒 

［生徒の変容と身についた力］ 

・初めての成果発表を乗りきって自信がついたと思う。 

・チームで発表手順やパワーポイント操作、資料作成についての難しさを経験できた。 

・他校の発表が見れたことがいい刺激になり、今後のやる気につながった。 

第 29 回全国産業教育フェア新潟大会「プレ大会」 

・今回はプレ大会で練習のような感じだったので次回に向けてコツが少しつかめたと思います。 

・他校の人たちと話をしたりして親交を深められた。新工と違う点を探せた。 

・初めての発表の機会だったが、意外と上手にできたと思った。各学校によっていろいろな発表の仕方が

あって、見ていておもしろかった。 

・新潟県にはいろいろな産業があり、地元の専門高校がそれを大切に活動していることがわかった。 

・他の専門高校がいろいろな取組を行っていることがわかった。 

・聞いている人たちに新潟工業が行っている SPH の内容を伝えられたのがよかった。 

本校代表生徒による研究発表 

「新潟工業高等学校 SPH の取組み」 


